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と
し
て
整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
池
田
山
に
は
、
山
麓
も
含

め
て
観
光
の
拠
点
と
な
る
も
の
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
山
頂

へ
の
ル
ー
ト
を
周
回
す
る
よ
う
な

形
で
考
え
た
い
。
池
田
山
は
池
田

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
岐
阜
県

の
飛
騨
、
美
濃
観
光
「
自
慢
の
原

石
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
今
後
は
、

池
田
町
の
「
宝
」
と
な
る
よ
う
に

し
た
い
。

　

池
田
山
は
観
光
、
健
康
、
環
境

な
ど
い
ろ
ん
な
面
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。

 
町　

長 

　

従
来
か
ら
の
観
光
名
所
に
加

え
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
観

光
農
園
、
歴
史
的
に
価
値
あ
る

場
所
の
発
掘
、
子
供
た
ち
の
学

習
の
場
と
し
て
の
整
備
な
ど
、

新
た
な
拠
点
と
な
る
箇
所
の
中

で
、
一
体
的
に
整
備
で
き
な
い

か
と
考
え
る
。
池
田
山
に
対
す

る
夢
を
持
ち
な
が
ら
、
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

方
策
を
立
て
た
い
。

　

桜
や
も
み
じ
な
ど
の
観
賞
用
の

樹
木
を
将
来
を
見
据
え
て
植
栽
す

る
中
、
霞
間
ヶ
渓
や
、
大
津
谷
の

山
麓
か
ら
山
頂
、
さ
ら
に
は
山
頂

か
ら
山
麓
へ
戻
る
遊
歩
道
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
春
は
花
見
、

夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
川
遊
び
、

秋
は
紅
葉
、
冬
は
登
山
の
名
所
と

な
り
、
池
田
山
及
び
ふ
れ
あ
い
街

道
一
帯
が
四
季
を
通
じ
て
の
観
光

名
所
と
な
ら
な
い
か
。

 
町　

長 

　

山
道
、
作
業
道
や
林
道
を
つ
な

げ
て
池
田
山
を
周
回
す
る
遊
歩
道

　

道
の
駅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割

が
あ
り
、
期
待
も
大
き
い
が
、

ト
ー
タ
ル
的
に
管
理
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

 
町　

長 

　

駅
長
を
公
募
す
る
な
か
、
道
の

駅
設
置
条
例
の
制
定
、
定
期
的
に

開
催
す
る
運
営
協
議
会
の
設
置
、

関
係
機
関
の
連
絡
調
整
体
制
の
確

立
を
し
た
い
。
ま
た
、
池
田
温
泉

の
一
角
に
駅
長
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
池
田
温
泉
と
道
の
駅
が
連
携

し
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
考
え

方
は

 
町　

長 

　

池
田
温
泉
や
道
の
駅
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
特
産
品
の
販
売

と
共
に
、
郷
土
芸
能
の
発

表
も
し
て
も
ら
う
。
ま
た

町
内
を
散
策
す
る
コ
ー
ス

の
設
定
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ

ク
ル
を
置
く
な
ど
、
町
内

全
体
を
見
て
回
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

道
の
駅
池
田
温
泉
の
管
理
体
制
は

土川　博 議員

観光資源としての池田山とは

将来的に池田町の上高地？（大津谷公園）
延長が望まれる遊歩道

建設中の“道の駅池田温泉”販売ブース


